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決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

248 青少年・社会活動推進費 144,572 112,693 地域性を活かした、にぎわいのある、くらしやすいまちづくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

青少年・社会活動 国 10,596 協働の推進 6,834千円

推 進 課 財 3
事 業 名 金 額 内 容

寄 3,388

繰 3,974 千円 ＮＰＯ活動等団体支援

諸 374 登録したＮＰＯ等の団体の中から寄附者が希望する団体に対し補助

㊀ 94,358 奈良県協働推進基金 補助先 ８団体 1,189千円（登録団体 41団体）

運 営 事 業 4,151 寄附者テーマ設定型支援

[ 一 部 協 働 推 進 ] 地域課題の解決等に向け、寄附者が設定したテーマについて団体・Ｎ

ＰＯ等から事業提案を募集し、採択団体に対し補助

補助先 ４テーマ 11団体 2,691千円

被災地への迅速・円滑な支援を行うため、災害ボランティア本部の機能

を強化

災害ボランティア本部運営及び機能体制強化

災害ボランティア本部 関係機関や団体との連携・協働体制の構築、備品の整備等
875

機 能 強 化 事 業 災害ボランティア養成研修の開催

開催日 平成31年２月９日、16日 講座修了者数 34名

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

養成研修講座修了者数（名） 48 34 34

ＮＰＯ法人の実情を踏まえ、ＮＰＯ法人の積極的な活用に向けた体制整

備を実施

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 活 性 化 活動休止及び実態のない法人への指導
1,808

促 進 事 業 認証取消処分の実施 認証取消件数 ４件

会計個別相談会の実施 ４回

実務説明会の実施 ２回

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

青少年健全育成の推進 11,562千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 青少年の社会的自立の促進とひきこもり等への支援を総合的に推進

ひきこもり相談窓口の設置

本人及び家族への電話相談、来所相談、臨床心理士等による訪問支

援を実施

支援のレベルアップと関係機関の連携強化を目的に支援機関スタッフ

を対象とした研修会を開催
青 少 年 社 会 的

10,407 開催回数 ３回 参加者数 延べ118名
自 立 支 援 事 業

当事者・家族に向けた支援

当事者を対象とした「本人の会」の実施 27回

家族を対象とした「家族の集い」の実施 26回

相談窓口を新規に設置した市町村に臨床心理士を派遣

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

電話相談・来所相談延べ件数（件） 1,831 2,119 2,214

大和高田市と連携し、中退・離職した若者の就学や就労への意欲を高め

る環境づくりの取組を検討

若 者 の み ら い 若者が集う場の開催に向け運営イメージを整理するため、対象者の調
230

育 成 検 討 事 業 査・分析、交流、地域の協力者の掘りおこしを実施

地域住民を対象に講演会を実施 １回

若者が集う場を試行的に開設 ９回

青少年のインターネットやＳＮＳを介したトラブルの防止を図るため、

インターネットを安心・安全に利用するための能力（インターネットリ

テラシー）を高める取組を実施

講習会への専門講師の派遣 38講座

スマホ学生フォーラムの開催

青 少 年 の 開催日 平成30年12月16日

イ ン タ ー ネ ッ ト 925 内 容 高校生・大学生による取組発表、トークセッション

リテラシー向上事業 フィルタリング啓発チラシ・ポスターの作成・配付

配付先 小学校・中学校・高等学校・中等教育学校・特別支援学校

に在籍する児童生徒の保護者

県内携帯電話販売店 137店舗

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

青少年のフィルタリングの利用率（％） － 43.3 51.8

く ら し 創 造 費
－92－
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－93－



総合型地域スポーツクラブ等が開催するリレー競技大会においてトップ

アスリートとの交流事業を実施

開催日 平成30年10月21日

場 所 橿原公苑陸上競技場

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

リレーフェスティバル参加者数（名） 700 492 564
ト ッ プ ア ス リ ー ト

4,149 スポーツへの憧れや感動を伝え、スポーツを始めるきっかけ作りを行う
活 用 事 業

ため、子どもを対象にトップアスリートから指導を受けるとともに交流

を行うスポーツ教室を開催

少年少女野球教室

開催日 平成30年４月14日、９月８日 参加者数 264名

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

イベント参加者数（名） 242 220 264

県内高校ラグビーの競技力向上を図るとともに、ラグビーの裾野拡大に

向け、他府県チームとの交流試合及び小学生・中学生の交流大会を開催

開催日 平成30年12月23日～27日 参加者数 2,414名
「まってろ！花園」

804 （小学生620名 中学生195名 高校生1,599名）
開 催 事 業

場 所 橿原公苑陸上競技場

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

参加校数（校） 57 64 62

ス ポ ー ツ 施 設 の 2030年頃の本県での国体開催と、その後の利活用を見据え、中長期的な
9,731

あ り 方 検 討 事 業 視点から、県内スポーツ施設の基本的なあり方を検討

２ スポーツを通じた地域振興 111,757千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 奈良マラソン実行委員会に対し開催経費の一部を負担

開 催 日 平成30年12月８日・９日

コ ー ス 奈良市鴻ノ池陸上競技場～天理市内折り返し

エントリー数 フルマラソン 11,906名

10ｋｍ 4,026名

３ｋｍジョギング 1,562名
マ ラ ソ ン イ ベ ン ト

74,000 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
開 催 支 援 事 業

定員数に対するエントリー数の割合（％） 100 100 100

世代間・地域間の交流や県民の健康増進を図り、子どもから大人まで楽

しめる「飛鳥ＲＵＮ×２リレーマラソン」の開催経費の一部を負担

開催日 平成30年11月４日 場所 橿原運動公園

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

リレーマラソン参加者数（名） 1,190 1,560 1,768

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

252 ス ポ ー ツ 振 興 推 進 費 353,943 340,975 だれもが、いつでも、どこでも、スポーツに親しめる環境づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(ス ポ ー ツ 振 興 課) 国 4,757 １ ライフステージ・ライフスタイルに応じたスポーツの推進 82,007千円

越 75,000
事 業 名 金 額 内 容

諸 13,989

㊀ 247,229 千円 総合型地域スポーツクラブの充実・発展を図るための支援を実施

前年度繰越分 前年度繰越分 クラブアドバイザーによるクラブや市町村への巡回指導訪問等
総合型地域スポーツ

75,000 75,000 3,739 クラブ間で情報交換や交流大会を実施
クラブ育成・充実事業

当該年度分 当該年度分 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

278,943 265,975 総合型地域スポーツクラブ会員数（名） 13,814 14,815 16,389

幼 児 向 け 運 動 ・ 包括的連携協定を締結している近畿大学と連携し、県内12の幼稚園等を

ス ポ ー ツ 普 及 3,189 実践モデル園として、運動遊びや道具を使った幼児向けスポーツの巡回

促 進 事 業 指導、生活習慣セミナーを実施

障害者スポーツの推進に向けたアスリート発掘・育成イベントを開催

陸上競技

開催日 平成30年12月15日 参加者数 35名

場 所 橿原公苑陸上競技場
パ ラ リ ン ピ ッ ク

2,395 水泳
タ レ ン ト 発 掘 事 業

開催日 平成30年９月１日 参加者数 19名

場 所 スイムピア奈良

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

参加者数（名） 52 38 54

競技力の強化を目指し、（公財）奈良県体育協会が競技団体等に対して

行う強化合宿等の費用負担に対し補助
競技力強化支援事業 58,000

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

指定強化選手数（名） 890 918 900

く ら し 創 造 費
－94－

総合型地域スポーツクラブ等が開催するリレー競技大会においてトップ

アスリートとの交流事業を実施

開催日 平成30年10月21日

場 所 橿原公苑陸上競技場

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

リレーフェスティバル参加者数（名） 700 492 564
ト ッ プ ア ス リ ー ト

4,149 スポーツへの憧れや感動を伝え、スポーツを始めるきっかけ作りを行う
活 用 事 業

ため、子どもを対象にトップアスリートから指導を受けるとともに交流

を行うスポーツ教室を開催

少年少女野球教室

開催日 平成30年４月14日、９月８日 参加者数 264名

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

イベント参加者数（名） 242 220 264

県内高校ラグビーの競技力向上を図るとともに、ラグビーの裾野拡大に

向け、他府県チームとの交流試合及び小学生・中学生の交流大会を開催

開催日 平成30年12月23日～27日 参加者数 2,414名
「まってろ！花園」

804 （小学生620名 中学生195名 高校生1,599名）
開 催 事 業

場 所 橿原公苑陸上競技場

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

参加校数（校） 57 64 62

ス ポ ー ツ 施 設 の 2030年頃の本県での国体開催と、その後の利活用を見据え、中長期的な
9,731

あ り 方 検 討 事 業 視点から、県内スポーツ施設の基本的なあり方を検討

２ スポーツを通じた地域振興 111,757千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 奈良マラソン実行委員会に対し開催経費の一部を負担

開 催 日 平成30年12月８日・９日

コ ー ス 奈良市鴻ノ池陸上競技場～天理市内折り返し

エントリー数 フルマラソン 11,906名

10ｋｍ 4,026名

３ｋｍジョギング 1,562名
マ ラ ソ ン イ ベ ン ト

74,000 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
開 催 支 援 事 業

定員数に対するエントリー数の割合（％） 100 100 100

世代間・地域間の交流や県民の健康増進を図り、子どもから大人まで楽

しめる「飛鳥ＲＵＮ×２リレーマラソン」の開催経費の一部を負担

開催日 平成30年11月４日 場所 橿原運動公園

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

リレーマラソン参加者数（名） 1,190 1,560 1,768

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

252 ス ポ ー ツ 振 興 推 進 費 353,943 340,975 だれもが、いつでも、どこでも、スポーツに親しめる環境づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(ス ポ ー ツ 振 興 課) 国 4,757 １ ライフステージ・ライフスタイルに応じたスポーツの推進 82,007千円

越 75,000
事 業 名 金 額 内 容

諸 13,989

㊀ 247,229 千円 総合型地域スポーツクラブの充実・発展を図るための支援を実施

前年度繰越分 前年度繰越分 クラブアドバイザーによるクラブや市町村への巡回指導訪問等
総合型地域スポーツ

75,000 75,000 3,739 クラブ間で情報交換や交流大会を実施
クラブ育成・充実事業

当該年度分 当該年度分 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

278,943 265,975 総合型地域スポーツクラブ会員数（名） 13,814 14,815 16,389

幼 児 向 け 運 動 ・ 包括的連携協定を締結している近畿大学と連携し、県内12の幼稚園等を

ス ポ ー ツ 普 及 3,189 実践モデル園として、運動遊びや道具を使った幼児向けスポーツの巡回

促 進 事 業 指導、生活習慣セミナーを実施

障害者スポーツの推進に向けたアスリート発掘・育成イベントを開催

陸上競技

開催日 平成30年12月15日 参加者数 35名

場 所 橿原公苑陸上競技場
パ ラ リ ン ピ ッ ク

2,395 水泳
タ レ ン ト 発 掘 事 業

開催日 平成30年９月１日 参加者数 19名

場 所 スイムピア奈良

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

参加者数（名） 52 38 54

競技力の強化を目指し、（公財）奈良県体育協会が競技団体等に対して

行う強化合宿等の費用負担に対し補助
競技力強化支援事業 58,000

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

指定強化選手数（名） 890 918 900

－95－



総合型地域スポーツクラブ等が開催するリレー競技大会においてトップ

アスリートとの交流事業を実施

開催日 平成30年10月21日

場 所 橿原公苑陸上競技場

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

リレーフェスティバル参加者数（名） 700 492 564
ト ッ プ ア ス リ ー ト

4,149 スポーツへの憧れや感動を伝え、スポーツを始めるきっかけ作りを行う
活 用 事 業

ため、子どもを対象にトップアスリートから指導を受けるとともに交流

を行うスポーツ教室を開催

少年少女野球教室

開催日 平成30年４月14日、９月８日 参加者数 264名

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

イベント参加者数（名） 242 220 264

県内高校ラグビーの競技力向上を図るとともに、ラグビーの裾野拡大に

向け、他府県チームとの交流試合及び小学生・中学生の交流大会を開催

開催日 平成30年12月23日～27日 参加者数 2,414名
「まってろ！花園」

804 （小学生620名 中学生195名 高校生1,599名）
開 催 事 業

場 所 橿原公苑陸上競技場

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

参加校数（校） 57 64 62

ス ポ ー ツ 施 設 の 2030年頃の本県での国体開催と、その後の利活用を見据え、中長期的な
9,731

あ り 方 検 討 事 業 視点から、県内スポーツ施設の基本的なあり方を検討

２ スポーツを通じた地域振興 111,757千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 奈良マラソン実行委員会に対し開催経費の一部を負担

開 催 日 平成30年12月８日・９日

コ ー ス 奈良市鴻ノ池陸上競技場～天理市内折り返し

エントリー数 フルマラソン 11,906名

10ｋｍ 4,026名

３ｋｍジョギング 1,562名
マ ラ ソ ン イ ベ ン ト

74,000 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
開 催 支 援 事 業

定員数に対するエントリー数の割合（％） 100 100 100

世代間・地域間の交流や県民の健康増進を図り、子どもから大人まで楽

しめる「飛鳥ＲＵＮ×２リレーマラソン」の開催経費の一部を負担

開催日 平成30年11月４日 場所 橿原運動公園

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

リレーマラソン参加者数（名） 1,190 1,560 1,768

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

252 ス ポ ー ツ 振 興 推 進 費 353,943 340,975 だれもが、いつでも、どこでも、スポーツに親しめる環境づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(ス ポ ー ツ 振 興 課) 国 4,757 １ ライフステージ・ライフスタイルに応じたスポーツの推進 82,007千円

越 75,000
事 業 名 金 額 内 容

諸 13,989

㊀ 247,229 千円 総合型地域スポーツクラブの充実・発展を図るための支援を実施

前年度繰越分 前年度繰越分 クラブアドバイザーによるクラブや市町村への巡回指導訪問等
総合型地域スポーツ

75,000 75,000 3,739 クラブ間で情報交換や交流大会を実施
クラブ育成・充実事業

当該年度分 当該年度分 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

278,943 265,975 総合型地域スポーツクラブ会員数（名） 13,814 14,815 16,389

幼 児 向 け 運 動 ・ 包括的連携協定を締結している近畿大学と連携し、県内12の幼稚園等を

ス ポ ー ツ 普 及 3,189 実践モデル園として、運動遊びや道具を使った幼児向けスポーツの巡回

促 進 事 業 指導、生活習慣セミナーを実施

障害者スポーツの推進に向けたアスリート発掘・育成イベントを開催

陸上競技

開催日 平成30年12月15日 参加者数 35名

場 所 橿原公苑陸上競技場
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競技力の強化を目指し、（公財）奈良県体育協会が競技団体等に対して

行う強化合宿等の費用負担に対し補助
競技力強化支援事業 58,000
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指定強化選手数（名） 890 918 900

く ら し 創 造 費
－94－
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イベント参加者数（名） 242 220 264

県内高校ラグビーの競技力向上を図るとともに、ラグビーの裾野拡大に

向け、他府県チームとの交流試合及び小学生・中学生の交流大会を開催
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74,000 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
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促 進 事 業 指導、生活習慣セミナーを実施

障害者スポーツの推進に向けたアスリート発掘・育成イベントを開催

陸上競技

開催日 平成30年12月15日 参加者数 35名

場 所 橿原公苑陸上競技場
パ ラ リ ン ピ ッ ク

2,395 水泳
タ レ ン ト 発 掘 事 業

開催日 平成30年９月１日 参加者数 19名

場 所 スイムピア奈良

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

参加者数（名） 52 38 54

競技力の強化を目指し、（公財）奈良県体育協会が競技団体等に対して

行う強化合宿等の費用負担に対し補助
競技力強化支援事業 58,000

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

指定強化選手数（名） 890 918 900

－95－



ラグビーワールドカップ2019及び東京2020オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会のキャンプ地招致に向け、県内施設の視察受入れや、職員派

遣等による招致活動を実施
ラ グ ビ ー

平成30年12月に３カ国の東京2020オリンピック競技大会の事前キャン
ワ ー ル ド カ ッ プ ・

7,229 プ地として決定
東 京 五 輪

香港（水泳）、エジプト（柔道）、ウクライナ（陸上）
キャンプ地招致事業

強化合宿等の受入を実施

香港（水泳）、エジプト（柔道）、カザフスタン（女子バレーボー

ル）

ワールドマスターズ
関西一円で開催されるワールドマスターズゲームズ2021関西に参画する

ゲームズ 2 0 2 1 関西 9,900
ため、開催準備経費の一部を負担

開 催 支 援 事 業

県と友好提携を結ぶ中国陝西省へ中学生を派遣し、スポーツ交流を実施
陝 西 省 と の 青 少 年

2,073 実 施 日 平成30年７月27日～31日
ス ポ ー ツ 交 流 事 業

参加者数 陝西省及び奈良県の卓球選手団 各17名

252 橿 原 公 苑 費 249,797 221,135 ３ スポーツ環境の整備

(ス ポ ー ツ 振 興 課) 使 38,335
事 業 名 金 額 内 容

諸 7,367

㊀ 175,433 千円 スポーツ振興くじ助成金を活用し、陸上競技場の写真判定装置を更新

命名権料を活用し、ジェイテクトアリーナ奈良のシャワー用ボイラーを

橿 原 公 苑 整 備 事 業 25,762 更新

利用者の利便性向上を図るため、陸上競技場の芝生の常緑化のための整

備を実施

254 人 権 啓 発 推 進 費 286,905 259,838 人権を尊重した社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(人 権 施 策 課) 国 163,295 人権施策の推進 225,213千円

㊀ 96,543
事 業 名 金 額 内 容

千円 県民が楽しみながら人権について体験し、ふれ合い、学ぶことを目的と

「なら・ヒューマン した啓発イベントを国、県、市町村が連携して開催

フ ェ ス テ ィ バ ル 」 3,597 開催日 平成30年10月27日 参加者数 1,500名

開 催 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

参加者アンケートの満足度（％） 95 93 95

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 2018国際ゴールドマスターズ奈良大会において、奈良県を広く県外・国
2 0 1 8 国際ゴールド

外にＰＲするため、大会の開催経費に対し補助
マスターズ奈良大会 1,000

開 催 日 平成30年10月26日～28日
開 催 支 援 事 業

参加者数 1,439名（陸上992名、水泳447名）

サイクルスポーツ及び地域の振興を図るため、地勢を活かしたサイクル

スポーツイベントの開催経費の一部を負担

山岳グランフォンドｉｎ吉野

開催日 平成30年７月１日 参加者数 600名

サ イ ク ル ス ポ ー ツ ヒルクライム大台ヶ原ｓｉｎｃｅ2001
8,126

イベント開催支援事業 開催日 平成30年９月９日 参加者数 703名

ツアー・オブ・奈良・まほろば

開催日 平成30年９月24日 参加者数 433名

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

サイクルスポーツイベント参加者数（名） 1,764 1,856 1,736

南部地域の豊かな自然環境を活用したカヌー、マラソンを組み合わせた

アウトドアスポーツイベントの開催経費の一部を負担

アウトドアチャレンジ 開 催 日 平成30年５月12日・13日
1,440

レース開催支援事業 参加者数 389名

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

アウトドアチャレンジレース参加者（名） 332 266 389

プロスポーツを活用し、奈良県のＰＲを実施

ス ポ ー ツ に よ る 県内プロチーム等のユニフォームへロゴを掲出し、「奈良」をＰＲ
4,267

地 域 振 興 事 業 大相撲幕内優勝力士へ奈良県知事賞及び副賞「ちゃんこ大和づくし」

を贈呈（平成30年７月・９月場所、平成31年３月場所）

東京2020オリンピック聖火リレーの実施に向けて実行委員会を設置し、

県内ルートやセレブレーション会場の選定に関する基本計画を策定

東京2020オリンピック聖火リレー奈良県実行委員会

設立総会 平成31年１月30日
東京オリンピック・

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に向けた県民の
パ ラ リ ン ピ ッ ク に 3,722

関心と期待を高めるため、歓迎イベント等を実施
向けた奈良県ＰＲ事業

フラッグ歓迎イベント

開催日 平成30年８月２日 場所 奈良県文化会館

フラッグ展示

開催日 平成30年８月２日～30日 場所 奈良市役所外28カ所

く ら し 創 造 費
－96－

ラグビーワールドカップ2019及び東京2020オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会のキャンプ地招致に向け、県内施設の視察受入れや、職員派

遣等による招致活動を実施
ラ グ ビ ー

平成30年12月に３カ国の東京2020オリンピック競技大会の事前キャン
ワ ー ル ド カ ッ プ ・

7,229 プ地として決定
東 京 五 輪

香港（水泳）、エジプト（柔道）、ウクライナ（陸上）
キャンプ地招致事業

強化合宿等の受入を実施

香港（水泳）、エジプト（柔道）、カザフスタン（女子バレーボー

ル）

ワールドマスターズ
関西一円で開催されるワールドマスターズゲームズ2021関西に参画する

ゲームズ 2 0 2 1 関西 9,900
ため、開催準備経費の一部を負担

開 催 支 援 事 業

県と友好提携を結ぶ中国陝西省へ中学生を派遣し、スポーツ交流を実施
陝 西 省 と の 青 少 年

2,073 実 施 日 平成30年７月27日～31日
ス ポ ー ツ 交 流 事 業

参加者数 陝西省及び奈良県の卓球選手団 各17名

252 橿 原 公 苑 費 249,797 221,135 ３ スポーツ環境の整備

(ス ポ ー ツ 振 興 課) 使 38,335
事 業 名 金 額 内 容

諸 7,367

㊀ 175,433 千円 スポーツ振興くじ助成金を活用し、陸上競技場の写真判定装置を更新

命名権料を活用し、ジェイテクトアリーナ奈良のシャワー用ボイラーを

橿 原 公 苑 整 備 事 業 25,762 更新

利用者の利便性向上を図るため、陸上競技場の芝生の常緑化のための整

備を実施

254 人 権 啓 発 推 進 費 286,905 259,838 人権を尊重した社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(人 権 施 策 課) 国 163,295 人権施策の推進 225,213千円

㊀ 96,543
事 業 名 金 額 内 容

千円 県民が楽しみながら人権について体験し、ふれ合い、学ぶことを目的と

「なら・ヒューマン した啓発イベントを国、県、市町村が連携して開催

フ ェ ス テ ィ バ ル 」 3,597 開催日 平成30年10月27日 参加者数 1,500名

開 催 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

参加者アンケートの満足度（％） 95 93 95

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 2018国際ゴールドマスターズ奈良大会において、奈良県を広く県外・国
2 0 1 8 国際ゴールド

外にＰＲするため、大会の開催経費に対し補助
マスターズ奈良大会 1,000

開 催 日 平成30年10月26日～28日
開 催 支 援 事 業

参加者数 1,439名（陸上992名、水泳447名）

サイクルスポーツ及び地域の振興を図るため、地勢を活かしたサイクル

スポーツイベントの開催経費の一部を負担

山岳グランフォンドｉｎ吉野

開催日 平成30年７月１日 参加者数 600名

サ イ ク ル ス ポ ー ツ ヒルクライム大台ヶ原ｓｉｎｃｅ2001
8,126

イベント開催支援事業 開催日 平成30年９月９日 参加者数 703名

ツアー・オブ・奈良・まほろば

開催日 平成30年９月24日 参加者数 433名

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

サイクルスポーツイベント参加者数（名） 1,764 1,856 1,736

南部地域の豊かな自然環境を活用したカヌー、マラソンを組み合わせた

アウトドアスポーツイベントの開催経費の一部を負担

アウトドアチャレンジ 開 催 日 平成30年５月12日・13日
1,440

レース開催支援事業 参加者数 389名

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

アウトドアチャレンジレース参加者（名） 332 266 389

プロスポーツを活用し、奈良県のＰＲを実施

ス ポ ー ツ に よ る 県内プロチーム等のユニフォームへロゴを掲出し、「奈良」をＰＲ
4,267

地 域 振 興 事 業 大相撲幕内優勝力士へ奈良県知事賞及び副賞「ちゃんこ大和づくし」

を贈呈（平成30年７月・９月場所、平成31年３月場所）

東京2020オリンピック聖火リレーの実施に向けて実行委員会を設置し、

県内ルートやセレブレーション会場の選定に関する基本計画を策定

東京2020オリンピック聖火リレー奈良県実行委員会

設立総会 平成31年１月30日
東京オリンピック・

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に向けた県民の
パ ラ リ ン ピ ッ ク に 3,722

関心と期待を高めるため、歓迎イベント等を実施
向けた奈良県ＰＲ事業

フラッグ歓迎イベント

開催日 平成30年８月２日 場所 奈良県文化会館

フラッグ展示

開催日 平成30年８月２日～30日 場所 奈良市役所外28カ所

－97－



ラグビーワールドカップ2019及び東京2020オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会のキャンプ地招致に向け、県内施設の視察受入れや、職員派

遣等による招致活動を実施
ラ グ ビ ー

平成30年12月に３カ国の東京2020オリンピック競技大会の事前キャン
ワ ー ル ド カ ッ プ ・

7,229 プ地として決定
東 京 五 輪

香港（水泳）、エジプト（柔道）、ウクライナ（陸上）
キャンプ地招致事業

強化合宿等の受入を実施

香港（水泳）、エジプト（柔道）、カザフスタン（女子バレーボー

ル）

ワールドマスターズ
関西一円で開催されるワールドマスターズゲームズ2021関西に参画する

ゲームズ 2 0 2 1 関西 9,900
ため、開催準備経費の一部を負担

開 催 支 援 事 業

県と友好提携を結ぶ中国陝西省へ中学生を派遣し、スポーツ交流を実施
陝 西 省 と の 青 少 年

2,073 実 施 日 平成30年７月27日～31日
ス ポ ー ツ 交 流 事 業

参加者数 陝西省及び奈良県の卓球選手団 各17名

252 橿 原 公 苑 費 249,797 221,135 ３ スポーツ環境の整備

(ス ポ ー ツ 振 興 課) 使 38,335
事 業 名 金 額 内 容

諸 7,367

㊀ 175,433 千円 スポーツ振興くじ助成金を活用し、陸上競技場の写真判定装置を更新

命名権料を活用し、ジェイテクトアリーナ奈良のシャワー用ボイラーを

橿 原 公 苑 整 備 事 業 25,762 更新

利用者の利便性向上を図るため、陸上競技場の芝生の常緑化のための整

備を実施

254 人 権 啓 発 推 進 費 286,905 259,838 人権を尊重した社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(人 権 施 策 課) 国 163,295 人権施策の推進 225,213千円

㊀ 96,543
事 業 名 金 額 内 容

千円 県民が楽しみながら人権について体験し、ふれ合い、学ぶことを目的と

「なら・ヒューマン した啓発イベントを国、県、市町村が連携して開催

フ ェ ス テ ィ バ ル 」 3,597 開催日 平成30年10月27日 参加者数 1,500名

開 催 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

参加者アンケートの満足度（％） 95 93 95

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 2018国際ゴールドマスターズ奈良大会において、奈良県を広く県外・国
2 0 1 8 国際ゴールド

外にＰＲするため、大会の開催経費に対し補助
マスターズ奈良大会 1,000

開 催 日 平成30年10月26日～28日
開 催 支 援 事 業

参加者数 1,439名（陸上992名、水泳447名）

サイクルスポーツ及び地域の振興を図るため、地勢を活かしたサイクル

スポーツイベントの開催経費の一部を負担

山岳グランフォンドｉｎ吉野

開催日 平成30年７月１日 参加者数 600名

サ イ ク ル ス ポ ー ツ ヒルクライム大台ヶ原ｓｉｎｃｅ2001
8,126

イベント開催支援事業 開催日 平成30年９月９日 参加者数 703名

ツアー・オブ・奈良・まほろば

開催日 平成30年９月24日 参加者数 433名

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

サイクルスポーツイベント参加者数（名） 1,764 1,856 1,736

南部地域の豊かな自然環境を活用したカヌー、マラソンを組み合わせた

アウトドアスポーツイベントの開催経費の一部を負担

アウトドアチャレンジ 開 催 日 平成30年５月12日・13日
1,440

レース開催支援事業 参加者数 389名

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

アウトドアチャレンジレース参加者（名） 332 266 389

プロスポーツを活用し、奈良県のＰＲを実施

ス ポ ー ツ に よ る 県内プロチーム等のユニフォームへロゴを掲出し、「奈良」をＰＲ
4,267

地 域 振 興 事 業 大相撲幕内優勝力士へ奈良県知事賞及び副賞「ちゃんこ大和づくし」

を贈呈（平成30年７月・９月場所、平成31年３月場所）

東京2020オリンピック聖火リレーの実施に向けて実行委員会を設置し、

県内ルートやセレブレーション会場の選定に関する基本計画を策定

東京2020オリンピック聖火リレー奈良県実行委員会

設立総会 平成31年１月30日
東京オリンピック・

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に向けた県民の
パ ラ リ ン ピ ッ ク に 3,722

関心と期待を高めるため、歓迎イベント等を実施
向けた奈良県ＰＲ事業

フラッグ歓迎イベント

開催日 平成30年８月２日 場所 奈良県文化会館

フラッグ展示

開催日 平成30年８月２日～30日 場所 奈良市役所外28カ所

く ら し 創 造 費
－96－

ラグビーワールドカップ2019及び東京2020オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会のキャンプ地招致に向け、県内施設の視察受入れや、職員派

遣等による招致活動を実施
ラ グ ビ ー

平成30年12月に３カ国の東京2020オリンピック競技大会の事前キャン
ワ ー ル ド カ ッ プ ・

7,229 プ地として決定
東 京 五 輪

香港（水泳）、エジプト（柔道）、ウクライナ（陸上）
キャンプ地招致事業

強化合宿等の受入を実施

香港（水泳）、エジプト（柔道）、カザフスタン（女子バレーボー

ル）

ワールドマスターズ
関西一円で開催されるワールドマスターズゲームズ2021関西に参画する

ゲームズ 2 0 2 1 関西 9,900
ため、開催準備経費の一部を負担

開 催 支 援 事 業

県と友好提携を結ぶ中国陝西省へ中学生を派遣し、スポーツ交流を実施
陝 西 省 と の 青 少 年

2,073 実 施 日 平成30年７月27日～31日
ス ポ ー ツ 交 流 事 業

参加者数 陝西省及び奈良県の卓球選手団 各17名

252 橿 原 公 苑 費 249,797 221,135 ３ スポーツ環境の整備

(ス ポ ー ツ 振 興 課) 使 38,335
事 業 名 金 額 内 容

諸 7,367

㊀ 175,433 千円 スポーツ振興くじ助成金を活用し、陸上競技場の写真判定装置を更新

命名権料を活用し、ジェイテクトアリーナ奈良のシャワー用ボイラーを

橿 原 公 苑 整 備 事 業 25,762 更新

利用者の利便性向上を図るため、陸上競技場の芝生の常緑化のための整

備を実施

254 人 権 啓 発 推 進 費 286,905 259,838 人権を尊重した社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(人 権 施 策 課) 国 163,295 人権施策の推進 225,213千円

㊀ 96,543
事 業 名 金 額 内 容

千円 県民が楽しみながら人権について体験し、ふれ合い、学ぶことを目的と

「なら・ヒューマン した啓発イベントを国、県、市町村が連携して開催

フ ェ ス テ ィ バ ル 」 3,597 開催日 平成30年10月27日 参加者数 1,500名

開 催 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

参加者アンケートの満足度（％） 95 93 95

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 2018国際ゴールドマスターズ奈良大会において、奈良県を広く県外・国
2 0 1 8 国際ゴールド

外にＰＲするため、大会の開催経費に対し補助
マスターズ奈良大会 1,000

開 催 日 平成30年10月26日～28日
開 催 支 援 事 業

参加者数 1,439名（陸上992名、水泳447名）

サイクルスポーツ及び地域の振興を図るため、地勢を活かしたサイクル

スポーツイベントの開催経費の一部を負担

山岳グランフォンドｉｎ吉野

開催日 平成30年７月１日 参加者数 600名

サ イ ク ル ス ポ ー ツ ヒルクライム大台ヶ原ｓｉｎｃｅ2001
8,126

イベント開催支援事業 開催日 平成30年９月９日 参加者数 703名

ツアー・オブ・奈良・まほろば

開催日 平成30年９月24日 参加者数 433名

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

サイクルスポーツイベント参加者数（名） 1,764 1,856 1,736

南部地域の豊かな自然環境を活用したカヌー、マラソンを組み合わせた

アウトドアスポーツイベントの開催経費の一部を負担

アウトドアチャレンジ 開 催 日 平成30年５月12日・13日
1,440

レース開催支援事業 参加者数 389名

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

アウトドアチャレンジレース参加者（名） 332 266 389

プロスポーツを活用し、奈良県のＰＲを実施

ス ポ ー ツ に よ る 県内プロチーム等のユニフォームへロゴを掲出し、「奈良」をＰＲ
4,267

地 域 振 興 事 業 大相撲幕内優勝力士へ奈良県知事賞及び副賞「ちゃんこ大和づくし」

を贈呈（平成30年７月・９月場所、平成31年３月場所）

東京2020オリンピック聖火リレーの実施に向けて実行委員会を設置し、

県内ルートやセレブレーション会場の選定に関する基本計画を策定

東京2020オリンピック聖火リレー奈良県実行委員会

設立総会 平成31年１月30日
東京オリンピック・

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に向けた県民の
パ ラ リ ン ピ ッ ク に 3,722

関心と期待を高めるため、歓迎イベント等を実施
向けた奈良県ＰＲ事業

フラッグ歓迎イベント

開催日 平成30年８月２日 場所 奈良県文化会館

フラッグ展示

開催日 平成30年８月２日～30日 場所 奈良市役所外28カ所

－97－



256 消 費 生 活 安 全 対 策 費 91,445 84,807 【食品に関する参考指標】

(消費・生活安全課) 国 39,430 食品関係営業施設数 (平成30年度)

手 14,117 食 品 関 係 営 業 施 設 数
区 分 合 計

財 4 飲 食 店 営 業 食 品 製 造 業 食 品 販 売 業 給 食 施 設 そ の 他

繰 2,634 許 可 施 設 8,815件 2,206件 3,434件 － 524件 14,979件

㊀ 28,622 届 出 施 設 － 1,578件 16,024件 1,027件 46件 18,675件

合 計 8,815件 3,784件 19,458件 1,027件 570件 33,654件

「消費・生活安全課調べ」

食品等の収去検査の状況 (平成30年度)

区 分 検 査 項 目 件 数 不 適 件 数

成 分 規 格 21,574件 0件

使 用 基 準 181件 0件

暫 定 的 規 制 値 8件 0件

衛 生 規 範 123件 8件

指 導 要 領 9件 0件

県 指 導 要 領 688件 13件

そ の 他 1,293件 28件

合 計 23,876件 49件

「消費・生活安全課調べ」

食肉検査の状況 (平成30年度)

食 肉 検 査

区 分 大 動 物（牛･馬） 小動物（１才未満の牛･豚･めん羊･山羊） 牛海綿状脳症（ＢＳＥ）検査

頭 数 2,523頭 10,241頭 16頭

「消費・生活安全課調べ」

地域防災力・消防救急体制の充実と犯罪・交通事故抑止対策の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ 食品の安全・安心確保対策

事 業 名 金 額 内 容

千円 食の安全・安心確保のため、流通食品の食品添加物や残留農薬等の検査

食 品 の 検 査 に よ る 等を実施
23,663

安 全 確 認 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

流通食品（保健所所管）の不適率（％） 0.20 0.24 0.30

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 地域での人権の取組の核となる人材を養成するための講座を開催

基 礎 コ ー ス 12講座

ス キ ル ア ッ プ コ ー ス ８講座
人 権 パ ー ト ナ ー

1,636 行政職員等人権学習コース ２講座
養 成 ・ 活 用 事 業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

基礎コース・スキルアップコースの講座修

了者数（名） 37 46 46

毎年７月を「差別をなくす強調月間」と定め、市町村と連携を図りなが

ら全県的に啓発活動を実施

差 別 を な く す 人権啓発ポスター・標語の募集、優秀作品の展示
1,055

強 調 月 間 ＪＲ・近鉄主要駅等県内各地での啓発ポスターの展示等

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

市町村民集会参加者数（名） 9,851 11,035 10,482

（公社）なら犯罪被害者支援センターが実施する犯罪被害者等支援事業

に対し補助
犯 罪 被 害 者

1,839 性的被害を受けた被害者等への臨床心理士による相談対応の実施等
支 援 対 策 事 業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

センターにおける相談件数（件） 719 805 781

青少年や地域社会に人権尊重の意識の普及を図るため、県内に本拠地を
ス ポ ー ツ 組 織 と

置くスポーツ組織と連携して啓発活動を実施
連 携 し た 1,796

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
人 権 啓 発 事 業

啓発活動参加者数（名） 1,553 1,098 4,682

生活上の相談事業や人権課題解決のための各種事業を総合的に実施する

隣保館運営市町村に対し補助

補助先 大和高田市外18市町村（隣保館数 31館）

隣 保 館 運 営 等 隣保館の大規模修繕に対し補助
215,135

事 業 費 補 助 事 業 補助先 生駒市

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

隣保館デイサービス事業等の特別事業を行

っていない隣保館数（館） 14 14 13

だれもがくらしやすい「共生社会」の実現に向け、国や関係団体等と連

携・協力して新たな人権課題に対する啓発活動を実施

人 権 ユ ニ バ ー サ ル 障害者に関する講演会を開催
155

推 進 事 業 開催日 平成31年２月23日

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

講演会参加者数（名） － 100 112

く ら し 創 造 費
－98－

256 消 費 生 活 安 全 対 策 費 91,445 84,807 【食品に関する参考指標】

(消費・生活安全課) 国 39,430 食品関係営業施設数 (平成30年度)

手 14,117 食 品 関 係 営 業 施 設 数
区 分 合 計

財 4 飲 食 店 営 業 食 品 製 造 業 食 品 販 売 業 給 食 施 設 そ の 他

繰 2,634 許 可 施 設 8,815件 2,206件 3,434件 － 524件 14,979件

㊀ 28,622 届 出 施 設 － 1,578件 16,024件 1,027件 46件 18,675件

合 計 8,815件 3,784件 19,458件 1,027件 570件 33,654件

「消費・生活安全課調べ」

食品等の収去検査の状況 (平成30年度)

区 分 検 査 項 目 件 数 不 適 件 数

成 分 規 格 21,574件 0件

使 用 基 準 181件 0件

暫 定 的 規 制 値 8件 0件

衛 生 規 範 123件 8件

指 導 要 領 9件 0件

県 指 導 要 領 688件 13件

そ の 他 1,293件 28件

合 計 23,876件 49件

「消費・生活安全課調べ」

食肉検査の状況 (平成30年度)

食 肉 検 査

区 分 大 動 物（牛･馬） 小動物（１才未満の牛･豚･めん羊･山羊） 牛海綿状脳症（ＢＳＥ）検査

頭 数 2,523頭 10,241頭 16頭

「消費・生活安全課調べ」

地域防災力・消防救急体制の充実と犯罪・交通事故抑止対策の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ 食品の安全・安心確保対策

事 業 名 金 額 内 容

千円 食の安全・安心確保のため、流通食品の食品添加物や残留農薬等の検査

食 品 の 検 査 に よ る 等を実施
23,663

安 全 確 認 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

流通食品（保健所所管）の不適率（％） 0.20 0.24 0.30

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 地域での人権の取組の核となる人材を養成するための講座を開催

基 礎 コ ー ス 12講座

ス キ ル ア ッ プ コ ー ス ８講座
人 権 パ ー ト ナ ー

1,636 行政職員等人権学習コース ２講座
養 成 ・ 活 用 事 業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

基礎コース・スキルアップコースの講座修

了者数（名） 37 46 46

毎年７月を「差別をなくす強調月間」と定め、市町村と連携を図りなが

ら全県的に啓発活動を実施

差 別 を な く す 人権啓発ポスター・標語の募集、優秀作品の展示
1,055

強 調 月 間 ＪＲ・近鉄主要駅等県内各地での啓発ポスターの展示等

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

市町村民集会参加者数（名） 9,851 11,035 10,482

（公社）なら犯罪被害者支援センターが実施する犯罪被害者等支援事業

に対し補助
犯 罪 被 害 者

1,839 性的被害を受けた被害者等への臨床心理士による相談対応の実施等
支 援 対 策 事 業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

センターにおける相談件数（件） 719 805 781

青少年や地域社会に人権尊重の意識の普及を図るため、県内に本拠地を
ス ポ ー ツ 組 織 と

置くスポーツ組織と連携して啓発活動を実施
連 携 し た 1,796

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
人 権 啓 発 事 業

啓発活動参加者数（名） 1,553 1,098 4,682

生活上の相談事業や人権課題解決のための各種事業を総合的に実施する

隣保館運営市町村に対し補助

補助先 大和高田市外18市町村（隣保館数 31館）

隣 保 館 運 営 等 隣保館の大規模修繕に対し補助
215,135

事 業 費 補 助 事 業 補助先 生駒市

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

隣保館デイサービス事業等の特別事業を行

っていない隣保館数（館） 14 14 13

だれもがくらしやすい「共生社会」の実現に向け、国や関係団体等と連

携・協力して新たな人権課題に対する啓発活動を実施

人 権 ユ ニ バ ー サ ル 障害者に関する講演会を開催
155

推 進 事 業 開催日 平成31年２月23日

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

講演会参加者数（名） － 100 112

－99－



256 消 費 生 活 安 全 対 策 費 91,445 84,807 【食品に関する参考指標】

(消費・生活安全課) 国 39,430 食品関係営業施設数 (平成30年度)

手 14,117 食 品 関 係 営 業 施 設 数
区 分 合 計

財 4 飲 食 店 営 業 食 品 製 造 業 食 品 販 売 業 給 食 施 設 そ の 他

繰 2,634 許 可 施 設 8,815件 2,206件 3,434件 － 524件 14,979件

㊀ 28,622 届 出 施 設 － 1,578件 16,024件 1,027件 46件 18,675件

合 計 8,815件 3,784件 19,458件 1,027件 570件 33,654件

「消費・生活安全課調べ」

食品等の収去検査の状況 (平成30年度)

区 分 検 査 項 目 件 数 不 適 件 数

成 分 規 格 21,574件 0件

使 用 基 準 181件 0件

暫 定 的 規 制 値 8件 0件

衛 生 規 範 123件 8件

指 導 要 領 9件 0件

県 指 導 要 領 688件 13件

そ の 他 1,293件 28件

合 計 23,876件 49件

「消費・生活安全課調べ」

食肉検査の状況 (平成30年度)

食 肉 検 査

区 分 大 動 物（牛･馬） 小動物（１才未満の牛･豚･めん羊･山羊） 牛海綿状脳症（ＢＳＥ）検査

頭 数 2,523頭 10,241頭 16頭

「消費・生活安全課調べ」

地域防災力・消防救急体制の充実と犯罪・交通事故抑止対策の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ 食品の安全・安心確保対策

事 業 名 金 額 内 容

千円 食の安全・安心確保のため、流通食品の食品添加物や残留農薬等の検査

食 品 の 検 査 に よ る 等を実施
23,663

安 全 確 認 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

流通食品（保健所所管）の不適率（％） 0.20 0.24 0.30

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 地域での人権の取組の核となる人材を養成するための講座を開催

基 礎 コ ー ス 12講座

ス キ ル ア ッ プ コ ー ス ８講座
人 権 パ ー ト ナ ー

1,636 行政職員等人権学習コース ２講座
養 成 ・ 活 用 事 業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

基礎コース・スキルアップコースの講座修

了者数（名） 37 46 46

毎年７月を「差別をなくす強調月間」と定め、市町村と連携を図りなが

ら全県的に啓発活動を実施

差 別 を な く す 人権啓発ポスター・標語の募集、優秀作品の展示
1,055

強 調 月 間 ＪＲ・近鉄主要駅等県内各地での啓発ポスターの展示等

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

市町村民集会参加者数（名） 9,851 11,035 10,482

（公社）なら犯罪被害者支援センターが実施する犯罪被害者等支援事業

に対し補助
犯 罪 被 害 者

1,839 性的被害を受けた被害者等への臨床心理士による相談対応の実施等
支 援 対 策 事 業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

センターにおける相談件数（件） 719 805 781

青少年や地域社会に人権尊重の意識の普及を図るため、県内に本拠地を
ス ポ ー ツ 組 織 と

置くスポーツ組織と連携して啓発活動を実施
連 携 し た 1,796

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
人 権 啓 発 事 業

啓発活動参加者数（名） 1,553 1,098 4,682

生活上の相談事業や人権課題解決のための各種事業を総合的に実施する

隣保館運営市町村に対し補助

補助先 大和高田市外18市町村（隣保館数 31館）

隣 保 館 運 営 等 隣保館の大規模修繕に対し補助
215,135

事 業 費 補 助 事 業 補助先 生駒市

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

隣保館デイサービス事業等の特別事業を行

っていない隣保館数（館） 14 14 13

だれもがくらしやすい「共生社会」の実現に向け、国や関係団体等と連

携・協力して新たな人権課題に対する啓発活動を実施

人 権 ユ ニ バ ー サ ル 障害者に関する講演会を開催
155

推 進 事 業 開催日 平成31年２月23日

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

講演会参加者数（名） － 100 112

く ら し 創 造 費
－98－

256 消 費 生 活 安 全 対 策 費 91,445 84,807 【食品に関する参考指標】

(消費・生活安全課) 国 39,430 食品関係営業施設数 (平成30年度)

手 14,117 食 品 関 係 営 業 施 設 数
区 分 合 計

財 4 飲 食 店 営 業 食 品 製 造 業 食 品 販 売 業 給 食 施 設 そ の 他

繰 2,634 許 可 施 設 8,815件 2,206件 3,434件 － 524件 14,979件

㊀ 28,622 届 出 施 設 － 1,578件 16,024件 1,027件 46件 18,675件

合 計 8,815件 3,784件 19,458件 1,027件 570件 33,654件

「消費・生活安全課調べ」

食品等の収去検査の状況 (平成30年度)

区 分 検 査 項 目 件 数 不 適 件 数

成 分 規 格 21,574件 0件

使 用 基 準 181件 0件

暫 定 的 規 制 値 8件 0件

衛 生 規 範 123件 8件

指 導 要 領 9件 0件

県 指 導 要 領 688件 13件

そ の 他 1,293件 28件

合 計 23,876件 49件

「消費・生活安全課調べ」

食肉検査の状況 (平成30年度)

食 肉 検 査

区 分 大 動 物（牛･馬） 小動物（１才未満の牛･豚･めん羊･山羊） 牛海綿状脳症（ＢＳＥ）検査

頭 数 2,523頭 10,241頭 16頭

「消費・生活安全課調べ」

地域防災力・消防救急体制の充実と犯罪・交通事故抑止対策の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ 食品の安全・安心確保対策

事 業 名 金 額 内 容

千円 食の安全・安心確保のため、流通食品の食品添加物や残留農薬等の検査

食 品 の 検 査 に よ る 等を実施
23,663

安 全 確 認 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

流通食品（保健所所管）の不適率（％） 0.20 0.24 0.30

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 地域での人権の取組の核となる人材を養成するための講座を開催

基 礎 コ ー ス 12講座

ス キ ル ア ッ プ コ ー ス ８講座
人 権 パ ー ト ナ ー

1,636 行政職員等人権学習コース ２講座
養 成 ・ 活 用 事 業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

基礎コース・スキルアップコースの講座修

了者数（名） 37 46 46

毎年７月を「差別をなくす強調月間」と定め、市町村と連携を図りなが

ら全県的に啓発活動を実施

差 別 を な く す 人権啓発ポスター・標語の募集、優秀作品の展示
1,055

強 調 月 間 ＪＲ・近鉄主要駅等県内各地での啓発ポスターの展示等

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

市町村民集会参加者数（名） 9,851 11,035 10,482

（公社）なら犯罪被害者支援センターが実施する犯罪被害者等支援事業

に対し補助
犯 罪 被 害 者

1,839 性的被害を受けた被害者等への臨床心理士による相談対応の実施等
支 援 対 策 事 業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

センターにおける相談件数（件） 719 805 781

青少年や地域社会に人権尊重の意識の普及を図るため、県内に本拠地を
ス ポ ー ツ 組 織 と

置くスポーツ組織と連携して啓発活動を実施
連 携 し た 1,796

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
人 権 啓 発 事 業

啓発活動参加者数（名） 1,553 1,098 4,682

生活上の相談事業や人権課題解決のための各種事業を総合的に実施する

隣保館運営市町村に対し補助

補助先 大和高田市外18市町村（隣保館数 31館）

隣 保 館 運 営 等 隣保館の大規模修繕に対し補助
215,135

事 業 費 補 助 事 業 補助先 生駒市

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

隣保館デイサービス事業等の特別事業を行

っていない隣保館数（館） 14 14 13

だれもがくらしやすい「共生社会」の実現に向け、国や関係団体等と連

携・協力して新たな人権課題に対する啓発活動を実施

人 権 ユ ニ バ ー サ ル 障害者に関する講演会を開催
155

推 進 事 業 開催日 平成31年２月23日

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

講演会参加者数（名） － 100 112

－99－



複数市町村が連携して実施するごみ処理施設の整備に対し補助
ご み 処 理 広 域 化

566,058 補助先 さくら広域環境衛生組合構成７市町村、山辺・県北西部広域
奈良モデル推進事業

環境衛生組合構成10市町村

「奈良モデル・プロジェクト」推進事業

一般廃棄物処理の広域化、災害廃棄物処理対策の推進、ごみ減量化・
循 環 型 社 会 の 推 進

1,928 再生利用の推進、不法投棄・使用済家電等の対策強化を実施
[一部廃棄物減量化]

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

資源化（小型家電）実施市町村数（市町村） 21 24 29

「不法投棄ゼロ作戦」推進事業

県民自らが地域環境を守るという意識の醸成と不法投棄の撲滅に向け、

「不法投棄ゼロ作戦」推進キャンペーンを実施
産 業 廃 棄 物 の

強化週間 平成30年11月12日～18日
適 正 処 理 の 推 進

826 実施内容 啓発ポスター募集、表彰式の開催、重点パトロールの実
（ 監 視 体 制 強 化 ）

施等
[ 廃 棄 物 減 量 化 ]

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

産業廃棄物の撤去箇所数（景観・環境総合

センター認知件数）（件） 54 65 70

262 環 境 保 全 対 策 費 220,185 191,681 ２ 環境保全対策の推進 90,436千円

(環 境 政 策 課) 国 9,634
事 業 名 金 額 内 容

手 754

繰 52,066 千円 大和川清流復活ネットワークによる市町村、関係機関との連携

諸 3,679 大和川水質調査の強化

㊀ 125,548 市町村毎の水質をきめ細かく把握し、効果的な改善対策を推進するた

大和川水質改善事業 1,212 め、常時監視地点以外での調査を実施

水質改善強化月間（２月）キャンペーン等啓発活動の実施

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

大和川水系の水質環境基準達成率（％） 90 90 100

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

２ 消費者の啓発等

事 業 名 金 額 内 容

千円 消費生活相談窓口の充実・機能強化、消費生活相談員のレベルアップ、

消 費 者 行 政 高度な専門相談への対応及び消費者教育・啓発の推進等の実施

強 化 ・ 活 性 化 事 業 36,620 市町村が行う消費者行政の強化・活性化に向けた取組に対し補助

[ 一 部 消 費 者 行 政 ] 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

週４日以上の窓口開設市町村数（市町村） 28 28 29

260 動 物 愛 護 費 42,205 39,040 地域性を活かした、にぎわいのある、くらしやすいまちづくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(消費・生活安全課) 手 449 動物愛護管理の推進

諸 1
事 業 名 金 額 内 容

㊀ 38,590

千円 猫の殺処分を減らすため、市町村や地域と連携し、飼主のいない猫を捕

所 有 者 不 明 猫 獲し、不妊去勢手術を施して、元のテリトリーに戻すＴＮＲ活動を実施
2,785

Ｔ Ｎ Ｒ モ デ ル 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

ＴＮＲ実施頭数（頭） － － 68

262 環 境 政 策 費 617,723 580,369 愛着と誇りの持てる「きれいな奈良県」の実現［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(環 境 政 策 課) 手 96 １ 温暖化防止など総合的な環境施策の推進 571,242千円

財 1,500
事 業 名 金 額 内 容

繰 3,936

諸 151 千円 もっときれいな奈良を目指し、環境負荷低減のための「きれいに暮らす」

㊀ 574,686 奈良県スタイルを推進

きれいに暮らす奈良県スタイルジャーナルの発行
きれいに暮らす奈良県

2,430 きれいに暮らす奈良県スタイル推進協議会の運営
ス タ イ ル 推 進 事 業

大和川重点対策支川流域の浄化槽世帯への集中啓発を実施

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

汚水処理人口普及率（％） 88.8 89.4 89.9

く ら し 創 造 費
－100－

複数市町村が連携して実施するごみ処理施設の整備に対し補助
ご み 処 理 広 域 化

566,058 補助先 さくら広域環境衛生組合構成７市町村、山辺・県北西部広域
奈良モデル推進事業

環境衛生組合構成10市町村

「奈良モデル・プロジェクト」推進事業

一般廃棄物処理の広域化、災害廃棄物処理対策の推進、ごみ減量化・
循 環 型 社 会 の 推 進

1,928 再生利用の推進、不法投棄・使用済家電等の対策強化を実施
[一部廃棄物減量化]

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

資源化（小型家電）実施市町村数（市町村） 21 24 29

「不法投棄ゼロ作戦」推進事業

県民自らが地域環境を守るという意識の醸成と不法投棄の撲滅に向け、

「不法投棄ゼロ作戦」推進キャンペーンを実施
産 業 廃 棄 物 の

強化週間 平成30年11月12日～18日
適 正 処 理 の 推 進

826 実施内容 啓発ポスター募集、表彰式の開催、重点パトロールの実
（ 監 視 体 制 強 化 ）

施等
[ 廃 棄 物 減 量 化 ]

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

産業廃棄物の撤去箇所数（景観・環境総合

センター認知件数）（件） 54 65 70

262 環 境 保 全 対 策 費 220,185 191,681 ２ 環境保全対策の推進 90,436千円

(環 境 政 策 課) 国 9,634
事 業 名 金 額 内 容

手 754

繰 52,066 千円 大和川清流復活ネットワークによる市町村、関係機関との連携

諸 3,679 大和川水質調査の強化

㊀ 125,548 市町村毎の水質をきめ細かく把握し、効果的な改善対策を推進するた

大和川水質改善事業 1,212 め、常時監視地点以外での調査を実施

水質改善強化月間（２月）キャンペーン等啓発活動の実施

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

大和川水系の水質環境基準達成率（％） 90 90 100

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

２ 消費者の啓発等

事 業 名 金 額 内 容

千円 消費生活相談窓口の充実・機能強化、消費生活相談員のレベルアップ、

消 費 者 行 政 高度な専門相談への対応及び消費者教育・啓発の推進等の実施

強 化 ・ 活 性 化 事 業 36,620 市町村が行う消費者行政の強化・活性化に向けた取組に対し補助

[ 一 部 消 費 者 行 政 ] 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

週４日以上の窓口開設市町村数（市町村） 28 28 29

260 動 物 愛 護 費 42,205 39,040 地域性を活かした、にぎわいのある、くらしやすいまちづくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(消費・生活安全課) 手 449 動物愛護管理の推進

諸 1
事 業 名 金 額 内 容

㊀ 38,590

千円 猫の殺処分を減らすため、市町村や地域と連携し、飼主のいない猫を捕

所 有 者 不 明 猫 獲し、不妊去勢手術を施して、元のテリトリーに戻すＴＮＲ活動を実施
2,785

Ｔ Ｎ Ｒ モ デ ル 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

ＴＮＲ実施頭数（頭） － － 68

262 環 境 政 策 費 617,723 580,369 愛着と誇りの持てる「きれいな奈良県」の実現［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(環 境 政 策 課) 手 96 １ 温暖化防止など総合的な環境施策の推進 571,242千円

財 1,500
事 業 名 金 額 内 容

繰 3,936

諸 151 千円 もっときれいな奈良を目指し、環境負荷低減のための「きれいに暮らす」

㊀ 574,686 奈良県スタイルを推進

きれいに暮らす奈良県スタイルジャーナルの発行
きれいに暮らす奈良県

2,430 きれいに暮らす奈良県スタイル推進協議会の運営
ス タ イ ル 推 進 事 業

大和川重点対策支川流域の浄化槽世帯への集中啓発を実施

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

汚水処理人口普及率（％） 88.8 89.4 89.9

－101－



複数市町村が連携して実施するごみ処理施設の整備に対し補助
ご み 処 理 広 域 化

566,058 補助先 さくら広域環境衛生組合構成７市町村、山辺・県北西部広域
奈良モデル推進事業

環境衛生組合構成10市町村

「奈良モデル・プロジェクト」推進事業

一般廃棄物処理の広域化、災害廃棄物処理対策の推進、ごみ減量化・
循 環 型 社 会 の 推 進

1,928 再生利用の推進、不法投棄・使用済家電等の対策強化を実施
[一部廃棄物減量化]

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

資源化（小型家電）実施市町村数（市町村） 21 24 29

「不法投棄ゼロ作戦」推進事業

県民自らが地域環境を守るという意識の醸成と不法投棄の撲滅に向け、

「不法投棄ゼロ作戦」推進キャンペーンを実施
産 業 廃 棄 物 の

強化週間 平成30年11月12日～18日
適 正 処 理 の 推 進

826 実施内容 啓発ポスター募集、表彰式の開催、重点パトロールの実
（ 監 視 体 制 強 化 ）

施等
[ 廃 棄 物 減 量 化 ]

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

産業廃棄物の撤去箇所数（景観・環境総合

センター認知件数）（件） 54 65 70

262 環 境 保 全 対 策 費 220,185 191,681 ２ 環境保全対策の推進 90,436千円

(環 境 政 策 課) 国 9,634
事 業 名 金 額 内 容

手 754

繰 52,066 千円 大和川清流復活ネットワークによる市町村、関係機関との連携

諸 3,679 大和川水質調査の強化

㊀ 125,548 市町村毎の水質をきめ細かく把握し、効果的な改善対策を推進するた

大和川水質改善事業 1,212 め、常時監視地点以外での調査を実施

水質改善強化月間（２月）キャンペーン等啓発活動の実施

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

大和川水系の水質環境基準達成率（％） 90 90 100

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

２ 消費者の啓発等

事 業 名 金 額 内 容

千円 消費生活相談窓口の充実・機能強化、消費生活相談員のレベルアップ、

消 費 者 行 政 高度な専門相談への対応及び消費者教育・啓発の推進等の実施

強 化 ・ 活 性 化 事 業 36,620 市町村が行う消費者行政の強化・活性化に向けた取組に対し補助

[ 一 部 消 費 者 行 政 ] 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

週４日以上の窓口開設市町村数（市町村） 28 28 29

260 動 物 愛 護 費 42,205 39,040 地域性を活かした、にぎわいのある、くらしやすいまちづくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(消費・生活安全課) 手 449 動物愛護管理の推進

諸 1
事 業 名 金 額 内 容

㊀ 38,590

千円 猫の殺処分を減らすため、市町村や地域と連携し、飼主のいない猫を捕

所 有 者 不 明 猫 獲し、不妊去勢手術を施して、元のテリトリーに戻すＴＮＲ活動を実施
2,785

Ｔ Ｎ Ｒ モ デ ル 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

ＴＮＲ実施頭数（頭） － － 68

262 環 境 政 策 費 617,723 580,369 愛着と誇りの持てる「きれいな奈良県」の実現［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(環 境 政 策 課) 手 96 １ 温暖化防止など総合的な環境施策の推進 571,242千円

財 1,500
事 業 名 金 額 内 容

繰 3,936

諸 151 千円 もっときれいな奈良を目指し、環境負荷低減のための「きれいに暮らす」

㊀ 574,686 奈良県スタイルを推進

きれいに暮らす奈良県スタイルジャーナルの発行
きれいに暮らす奈良県

2,430 きれいに暮らす奈良県スタイル推進協議会の運営
ス タ イ ル 推 進 事 業

大和川重点対策支川流域の浄化槽世帯への集中啓発を実施

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

汚水処理人口普及率（％） 88.8 89.4 89.9

く ら し 創 造 費
－100－

複数市町村が連携して実施するごみ処理施設の整備に対し補助
ご み 処 理 広 域 化

566,058 補助先 さくら広域環境衛生組合構成７市町村、山辺・県北西部広域
奈良モデル推進事業

環境衛生組合構成10市町村

「奈良モデル・プロジェクト」推進事業

一般廃棄物処理の広域化、災害廃棄物処理対策の推進、ごみ減量化・
循 環 型 社 会 の 推 進

1,928 再生利用の推進、不法投棄・使用済家電等の対策強化を実施
[一部廃棄物減量化]

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

資源化（小型家電）実施市町村数（市町村） 21 24 29

「不法投棄ゼロ作戦」推進事業

県民自らが地域環境を守るという意識の醸成と不法投棄の撲滅に向け、

「不法投棄ゼロ作戦」推進キャンペーンを実施
産 業 廃 棄 物 の

強化週間 平成30年11月12日～18日
適 正 処 理 の 推 進

826 実施内容 啓発ポスター募集、表彰式の開催、重点パトロールの実
（ 監 視 体 制 強 化 ）

施等
[ 廃 棄 物 減 量 化 ]

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

産業廃棄物の撤去箇所数（景観・環境総合

センター認知件数）（件） 54 65 70

262 環 境 保 全 対 策 費 220,185 191,681 ２ 環境保全対策の推進 90,436千円

(環 境 政 策 課) 国 9,634
事 業 名 金 額 内 容

手 754

繰 52,066 千円 大和川清流復活ネットワークによる市町村、関係機関との連携

諸 3,679 大和川水質調査の強化

㊀ 125,548 市町村毎の水質をきめ細かく把握し、効果的な改善対策を推進するた

大和川水質改善事業 1,212 め、常時監視地点以外での調査を実施

水質改善強化月間（２月）キャンペーン等啓発活動の実施

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

大和川水系の水質環境基準達成率（％） 90 90 100

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

２ 消費者の啓発等

事 業 名 金 額 内 容

千円 消費生活相談窓口の充実・機能強化、消費生活相談員のレベルアップ、

消 費 者 行 政 高度な専門相談への対応及び消費者教育・啓発の推進等の実施

強 化 ・ 活 性 化 事 業 36,620 市町村が行う消費者行政の強化・活性化に向けた取組に対し補助

[ 一 部 消 費 者 行 政 ] 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

週４日以上の窓口開設市町村数（市町村） 28 28 29

260 動 物 愛 護 費 42,205 39,040 地域性を活かした、にぎわいのある、くらしやすいまちづくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(消費・生活安全課) 手 449 動物愛護管理の推進

諸 1
事 業 名 金 額 内 容

㊀ 38,590

千円 猫の殺処分を減らすため、市町村や地域と連携し、飼主のいない猫を捕

所 有 者 不 明 猫 獲し、不妊去勢手術を施して、元のテリトリーに戻すＴＮＲ活動を実施
2,785

Ｔ Ｎ Ｒ モ デ ル 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

ＴＮＲ実施頭数（頭） － － 68

262 環 境 政 策 費 617,723 580,369 愛着と誇りの持てる「きれいな奈良県」の実現［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(環 境 政 策 課) 手 96 １ 温暖化防止など総合的な環境施策の推進 571,242千円

財 1,500
事 業 名 金 額 内 容

繰 3,936

諸 151 千円 もっときれいな奈良を目指し、環境負荷低減のための「きれいに暮らす」

㊀ 574,686 奈良県スタイルを推進

きれいに暮らす奈良県スタイルジャーナルの発行
きれいに暮らす奈良県

2,430 きれいに暮らす奈良県スタイル推進協議会の運営
ス タ イ ル 推 進 事 業

大和川重点対策支川流域の浄化槽世帯への集中啓発を実施

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

汚水処理人口普及率（％） 88.8 89.4 89.9

－101－



「不法投棄ゼロ作戦」推進事業

「不法投棄見張り番」協力事業所との連携

産業廃棄物適正処理促進事業

（一社）奈良県産業廃棄物協会が実施する適正処理の促進に資する事

業に対し補助

産業廃棄物監視支援事業

保健所設置市（奈良市）が実施する処分場周辺の環境調査や不法投棄

防止対策に対し補助

ＰＣＢ廃棄物等早期処理推進事業

早期処理のための周知啓発、立入検査の強化

産 業 廃 棄 物 の ＰＣＢ使用安定器の掘り起こし調査

適 正 処 理 の 推 進 産業廃棄物監視スカイパトロール事業
61,959

（ 監 視 体 制 強 化 ） 県警ヘリコプターによる上空からの不法投棄監視

[ 廃 棄 物 減 量 化 ] 適正処理広報活動事業

不法投棄ホットラインの運営等

地域環境対策事業

処分場周辺調査や不法投棄防止策を実施する市町村に対し補助

閉鎖最終処分場緊急特別対策事業

設置者が破産等した産業廃棄物最終処分場の周辺環境を保全

産業廃棄物指導監督強化事業

不法投棄・不適正処理に係る悪質事案への指導監督を強化

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

産業廃棄物の撤去箇所数（景観・環境総合

センター認知件数）（件） 54 65 70

産業廃棄物減量化等 産業廃棄物税を産業廃棄物の排出抑制、再生利用、減量その他適正な処
123,806

推 進 基 金 積 立 金 理に関する施策の費用に充てるための基金の積立て

４ 廃棄物の減量化、資源化及び適正処理の推進 6,923千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 アクアセンター搬入道路整備補助

広域的なし尿処理施設設置に伴い地元市が行う周辺環境整備に対し補
廃棄物対策推進事業 898

助

補助先 御所市

地場産業から発生するヘップサンダルくず等の適正処理に対し補助

特定産業廃棄物処理 補助先 御所市外４市町 補助率 1／2
6,025

対 策 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

特定産業廃棄物処理量（ｔ） 648 634 548

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 合併処理浄化槽設置者に対する補助事業を実施する市町村に対し補助
浄 化 槽 設 置 整 備

29,047 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
補 助 事 業

単独処理浄化槽数（基） 71,316 70,399 68,744

景観・環境総合センターによる産業廃棄物の適正処理監視

不法投棄等の防止のため、パトロールを実施

機 動 パ ト ロ ー ル 週７回

産 業 廃 棄 物 の 巡回監視パトロール 週５回（３班体制）

適 正 処 理 の 推 進 民間委託によるパトロールを実施
60,177

（ 監 視 体 制 強 化 ） 土・日祝日、早朝・夜間の不法投棄等監視パトロール

[一部廃棄物減量化] 廃棄物の適正処理のための家屋等解体現場パトロール

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

産業廃棄物の撤去箇所数（景観・環境総合

センター認知件数）（件） 54 65 70

264 廃 棄 物 対 策 費 276,984 218,478 ３ 産業廃棄物税の活用 188,886千円

(廃 棄 物 対 策 課) 国 500
事 業 名 金 額 内 容

手 3,283

財 458 循 環 型 社 会 の 推 進 千円 奈良県リサイクル製品認定制度推進事業
147

繰 68,022 [ 廃 棄 物 減 量 化 ] リサイクル製品認定制度の推進、認定製品のＰＲ

㊀ 146,215

産業廃棄物排出抑制等研究開発費補助事業

県内事業者等が行う排出抑制、減量化、リサイクル技術等の研究開発、

製品開発に対し補助

産業廃棄物排出抑制等設備導入支援事業

産 業 廃 棄 物 の 排 出 産業廃棄物排出抑制推進事業

抑制・減量化の推進 2,974 排出事業者に対して環境カウンセラーを派遣 ４件

[ 廃 棄 物 減 量 化 ] 産業廃棄物適正処理推進支援事業

優良処理事業者育成研修 平成31年２月19日 参加者数 86名

産業廃棄物管理責任者研修 平成31年２月20日 参加者数 121名

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

研修アンケート結果（有用性）（％） 81 83 81

く ら し 創 造 費
－102－

「不法投棄ゼロ作戦」推進事業

「不法投棄見張り番」協力事業所との連携

産業廃棄物適正処理促進事業

（一社）奈良県産業廃棄物協会が実施する適正処理の促進に資する事

業に対し補助

産業廃棄物監視支援事業

保健所設置市（奈良市）が実施する処分場周辺の環境調査や不法投棄

防止対策に対し補助

ＰＣＢ廃棄物等早期処理推進事業

早期処理のための周知啓発、立入検査の強化

産 業 廃 棄 物 の ＰＣＢ使用安定器の掘り起こし調査

適 正 処 理 の 推 進 産業廃棄物監視スカイパトロール事業
61,959

（ 監 視 体 制 強 化 ） 県警ヘリコプターによる上空からの不法投棄監視

[ 廃 棄 物 減 量 化 ] 適正処理広報活動事業

不法投棄ホットラインの運営等

地域環境対策事業

処分場周辺調査や不法投棄防止策を実施する市町村に対し補助

閉鎖最終処分場緊急特別対策事業

設置者が破産等した産業廃棄物最終処分場の周辺環境を保全

産業廃棄物指導監督強化事業

不法投棄・不適正処理に係る悪質事案への指導監督を強化

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

産業廃棄物の撤去箇所数（景観・環境総合

センター認知件数）（件） 54 65 70

産業廃棄物減量化等 産業廃棄物税を産業廃棄物の排出抑制、再生利用、減量その他適正な処
123,806

推 進 基 金 積 立 金 理に関する施策の費用に充てるための基金の積立て

４ 廃棄物の減量化、資源化及び適正処理の推進 6,923千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 アクアセンター搬入道路整備補助

広域的なし尿処理施設設置に伴い地元市が行う周辺環境整備に対し補
廃棄物対策推進事業 898

助

補助先 御所市

地場産業から発生するヘップサンダルくず等の適正処理に対し補助

特定産業廃棄物処理 補助先 御所市外４市町 補助率 1／2
6,025

対 策 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

特定産業廃棄物処理量（ｔ） 648 634 548

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 合併処理浄化槽設置者に対する補助事業を実施する市町村に対し補助
浄 化 槽 設 置 整 備

29,047 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
補 助 事 業

単独処理浄化槽数（基） 71,316 70,399 68,744

景観・環境総合センターによる産業廃棄物の適正処理監視

不法投棄等の防止のため、パトロールを実施

機 動 パ ト ロ ー ル 週７回

産 業 廃 棄 物 の 巡回監視パトロール 週５回（３班体制）

適 正 処 理 の 推 進 民間委託によるパトロールを実施
60,177

（ 監 視 体 制 強 化 ） 土・日祝日、早朝・夜間の不法投棄等監視パトロール

[一部廃棄物減量化] 廃棄物の適正処理のための家屋等解体現場パトロール

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

産業廃棄物の撤去箇所数（景観・環境総合

センター認知件数）（件） 54 65 70

264 廃 棄 物 対 策 費 276,984 218,478 ３ 産業廃棄物税の活用 188,886千円

(廃 棄 物 対 策 課) 国 500
事 業 名 金 額 内 容

手 3,283

財 458 循 環 型 社 会 の 推 進 千円 奈良県リサイクル製品認定制度推進事業
147

繰 68,022 [ 廃 棄 物 減 量 化 ] リサイクル製品認定制度の推進、認定製品のＰＲ

㊀ 146,215

産業廃棄物排出抑制等研究開発費補助事業

県内事業者等が行う排出抑制、減量化、リサイクル技術等の研究開発、

製品開発に対し補助

産業廃棄物排出抑制等設備導入支援事業

産 業 廃 棄 物 の 排 出 産業廃棄物排出抑制推進事業

抑制・減量化の推進 2,974 排出事業者に対して環境カウンセラーを派遣 ４件

[ 廃 棄 物 減 量 化 ] 産業廃棄物適正処理推進支援事業

優良処理事業者育成研修 平成31年２月19日 参加者数 86名

産業廃棄物管理責任者研修 平成31年２月20日 参加者数 121名

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

研修アンケート結果（有用性）（％） 81 83 81

－103－



「不法投棄ゼロ作戦」推進事業

「不法投棄見張り番」協力事業所との連携

産業廃棄物適正処理促進事業

（一社）奈良県産業廃棄物協会が実施する適正処理の促進に資する事

業に対し補助

産業廃棄物監視支援事業

保健所設置市（奈良市）が実施する処分場周辺の環境調査や不法投棄

防止対策に対し補助

ＰＣＢ廃棄物等早期処理推進事業

早期処理のための周知啓発、立入検査の強化

産 業 廃 棄 物 の ＰＣＢ使用安定器の掘り起こし調査

適 正 処 理 の 推 進 産業廃棄物監視スカイパトロール事業
61,959

（ 監 視 体 制 強 化 ） 県警ヘリコプターによる上空からの不法投棄監視

[ 廃 棄 物 減 量 化 ] 適正処理広報活動事業

不法投棄ホットラインの運営等

地域環境対策事業

処分場周辺調査や不法投棄防止策を実施する市町村に対し補助

閉鎖最終処分場緊急特別対策事業

設置者が破産等した産業廃棄物最終処分場の周辺環境を保全

産業廃棄物指導監督強化事業

不法投棄・不適正処理に係る悪質事案への指導監督を強化

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

産業廃棄物の撤去箇所数（景観・環境総合

センター認知件数）（件） 54 65 70

産業廃棄物減量化等 産業廃棄物税を産業廃棄物の排出抑制、再生利用、減量その他適正な処
123,806

推 進 基 金 積 立 金 理に関する施策の費用に充てるための基金の積立て

４ 廃棄物の減量化、資源化及び適正処理の推進 6,923千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 アクアセンター搬入道路整備補助

広域的なし尿処理施設設置に伴い地元市が行う周辺環境整備に対し補
廃棄物対策推進事業 898

助

補助先 御所市

地場産業から発生するヘップサンダルくず等の適正処理に対し補助

特定産業廃棄物処理 補助先 御所市外４市町 補助率 1／2
6,025

対 策 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

特定産業廃棄物処理量（ｔ） 648 634 548

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 合併処理浄化槽設置者に対する補助事業を実施する市町村に対し補助
浄 化 槽 設 置 整 備

29,047 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
補 助 事 業

単独処理浄化槽数（基） 71,316 70,399 68,744

景観・環境総合センターによる産業廃棄物の適正処理監視

不法投棄等の防止のため、パトロールを実施

機 動 パ ト ロ ー ル 週７回

産 業 廃 棄 物 の 巡回監視パトロール 週５回（３班体制）

適 正 処 理 の 推 進 民間委託によるパトロールを実施
60,177

（ 監 視 体 制 強 化 ） 土・日祝日、早朝・夜間の不法投棄等監視パトロール

[一部廃棄物減量化] 廃棄物の適正処理のための家屋等解体現場パトロール

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

産業廃棄物の撤去箇所数（景観・環境総合

センター認知件数）（件） 54 65 70

264 廃 棄 物 対 策 費 276,984 218,478 ３ 産業廃棄物税の活用 188,886千円

(廃 棄 物 対 策 課) 国 500
事 業 名 金 額 内 容

手 3,283

財 458 循 環 型 社 会 の 推 進 千円 奈良県リサイクル製品認定制度推進事業
147

繰 68,022 [ 廃 棄 物 減 量 化 ] リサイクル製品認定制度の推進、認定製品のＰＲ

㊀ 146,215

産業廃棄物排出抑制等研究開発費補助事業

県内事業者等が行う排出抑制、減量化、リサイクル技術等の研究開発、

製品開発に対し補助

産業廃棄物排出抑制等設備導入支援事業

産 業 廃 棄 物 の 排 出 産業廃棄物排出抑制推進事業

抑制・減量化の推進 2,974 排出事業者に対して環境カウンセラーを派遣 ４件

[ 廃 棄 物 減 量 化 ] 産業廃棄物適正処理推進支援事業

優良処理事業者育成研修 平成31年２月19日 参加者数 86名

産業廃棄物管理責任者研修 平成31年２月20日 参加者数 121名

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

研修アンケート結果（有用性）（％） 81 83 81

く ら し 創 造 費
－102－

「不法投棄ゼロ作戦」推進事業

「不法投棄見張り番」協力事業所との連携

産業廃棄物適正処理促進事業

（一社）奈良県産業廃棄物協会が実施する適正処理の促進に資する事

業に対し補助

産業廃棄物監視支援事業

保健所設置市（奈良市）が実施する処分場周辺の環境調査や不法投棄

防止対策に対し補助

ＰＣＢ廃棄物等早期処理推進事業

早期処理のための周知啓発、立入検査の強化

産 業 廃 棄 物 の ＰＣＢ使用安定器の掘り起こし調査

適 正 処 理 の 推 進 産業廃棄物監視スカイパトロール事業
61,959

（ 監 視 体 制 強 化 ） 県警ヘリコプターによる上空からの不法投棄監視

[ 廃 棄 物 減 量 化 ] 適正処理広報活動事業

不法投棄ホットラインの運営等

地域環境対策事業

処分場周辺調査や不法投棄防止策を実施する市町村に対し補助

閉鎖最終処分場緊急特別対策事業

設置者が破産等した産業廃棄物最終処分場の周辺環境を保全

産業廃棄物指導監督強化事業

不法投棄・不適正処理に係る悪質事案への指導監督を強化

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

産業廃棄物の撤去箇所数（景観・環境総合

センター認知件数）（件） 54 65 70

産業廃棄物減量化等 産業廃棄物税を産業廃棄物の排出抑制、再生利用、減量その他適正な処
123,806

推 進 基 金 積 立 金 理に関する施策の費用に充てるための基金の積立て

４ 廃棄物の減量化、資源化及び適正処理の推進 6,923千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 アクアセンター搬入道路整備補助

広域的なし尿処理施設設置に伴い地元市が行う周辺環境整備に対し補
廃棄物対策推進事業 898

助

補助先 御所市

地場産業から発生するヘップサンダルくず等の適正処理に対し補助

特定産業廃棄物処理 補助先 御所市外４市町 補助率 1／2
6,025

対 策 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

特定産業廃棄物処理量（ｔ） 648 634 548

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 合併処理浄化槽設置者に対する補助事業を実施する市町村に対し補助
浄 化 槽 設 置 整 備

29,047 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
補 助 事 業

単独処理浄化槽数（基） 71,316 70,399 68,744

景観・環境総合センターによる産業廃棄物の適正処理監視

不法投棄等の防止のため、パトロールを実施

機 動 パ ト ロ ー ル 週７回

産 業 廃 棄 物 の 巡回監視パトロール 週５回（３班体制）

適 正 処 理 の 推 進 民間委託によるパトロールを実施
60,177

（ 監 視 体 制 強 化 ） 土・日祝日、早朝・夜間の不法投棄等監視パトロール

[一部廃棄物減量化] 廃棄物の適正処理のための家屋等解体現場パトロール

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

産業廃棄物の撤去箇所数（景観・環境総合

センター認知件数）（件） 54 65 70

264 廃 棄 物 対 策 費 276,984 218,478 ３ 産業廃棄物税の活用 188,886千円

(廃 棄 物 対 策 課) 国 500
事 業 名 金 額 内 容

手 3,283

財 458 循 環 型 社 会 の 推 進 千円 奈良県リサイクル製品認定制度推進事業
147

繰 68,022 [ 廃 棄 物 減 量 化 ] リサイクル製品認定制度の推進、認定製品のＰＲ

㊀ 146,215

産業廃棄物排出抑制等研究開発費補助事業

県内事業者等が行う排出抑制、減量化、リサイクル技術等の研究開発、

製品開発に対し補助

産業廃棄物排出抑制等設備導入支援事業

産 業 廃 棄 物 の 排 出 産業廃棄物排出抑制推進事業

抑制・減量化の推進 2,974 排出事業者に対して環境カウンセラーを派遣 ４件

[ 廃 棄 物 減 量 化 ] 産業廃棄物適正処理推進支援事業

優良処理事業者育成研修 平成31年２月19日 参加者数 86名

産業廃棄物管理責任者研修 平成31年２月20日 参加者数 121名

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

研修アンケート結果（有用性）（％） 81 83 81

－103－



２ 歴史的風土保存地の買入・整備

事 業 名 金 額 内 容

千円 古都保存法に基づく土地の買入れ
金 額

市町村名 特 別 地 区 名 件数 面 積
（事務費除く）

件 ㎡ 千円

春 日 山 地 区 1 1,523 15,839

平城宮跡地区 4 4,156 48,171
奈 良 市

唐招提寺地区 2 1,521 25,562

小 計 7 7,200 89,572

崇 神 ・ 景 行
2 8,251 56,220

歴 史 的 風 土 天 皇 陵 地 区
219,622 天 理 市

保 存 買 入 事 業
小 計 2 8,251 56,220

第 １ 種 地 区
3 4,345 37,000

（飛鳥宮跡）

明日香村 第 ２ 種 地 区 4 4,799 25,849

小 計 7 9,144 62,849

合 計 16 24,595 208,641

累 計 件 ㎡ 千円

2,545 4,472,238 58,735,776
（昭和43年度～平成30年度）

３ 自然環境の保全と整備

事 業 名 金 額 実 施 箇 所 事 業 内 容

千円 稲村ヶ岳
歩道整備

吉野熊野国立公園
吉野山

七曲り道整備

山の辺の道
大和青垣国定公園

公衆トイレ改修設計・工事
国立・国定自然公園

25,605
施 設 等 整 備 事 業

曽爾高原
室生赤目青山国定公園

歩道再整備測量設計

葛城山
金剛生駒紀泉国定公園

歩道改修測量設計

市町村が行う整備に対し補助
近畿自然歩道

歩道整備 補助先 吉野町

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

266 景観・自然環境推進費 578,982 340,969 愛着と誇りの持てる「きれいな奈良県」の実現［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(景観・自然環境課) 国 153,378 １ 景観計画、景観条例、既存規制誘導制度の活用 15,341千円

使 178
事 業 名 金 額 内 容

手 480

諸 739 千円 四季を通じ彩り豊かな植栽景観を向上させるため策定した「奈良県植栽

起 82,500 計画」を推進するため、エリア拡大・処方追加など整備計画を更新

㊀ 103,694 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

翌年度へ繰越 植栽計画整備着手エリア数（カ所） 45 50 51

63,300 植栽計画のエリア内において、植栽景観の向上に取り組む市町村等に対

し補助

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助事業数（事業） 9 7 7

植栽計画のエリア内における植栽整備後の維持管理について、地元団体

等との協働による取組を定着させるため、県整備箇所の維持管理を行う

奈 良 の 彩 り の 推 進 11,505 地元団体等に対し支援

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

支援事業数（事業） 7 6 7

植栽計画を推進するため、県・市町村・地元団体等で構成されるエリア

協議会等の設立や活動を支援

市町村や県民等との協働関係を構築するため、「なら四季彩の庭」シン

ボルマークを使用したプレートの設置や植栽ジャーナルの発行を行い、

奈良県植栽計画の広報や彩り情報を発信

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

「なら四季彩の庭」プレート設置エリア数

（カ所） 5 3 7

県と中和幹線沿道５市町の協働により、既存不適格広告物の是正・誘導

を実施

現存する広告物の改修等に対し補助
奈 良 ら し い

3,836 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
沿道景観づくり事業

中和幹線沿道の広告物の修景件数（件） 1 1 5

近鉄奈良駅周辺における奈良らしい都市・沿道景観づくりに関するマス

タープランを検討

く ら し 創 造 費
－104－

２ 歴史的風土保存地の買入・整備

事 業 名 金 額 内 容

千円 古都保存法に基づく土地の買入れ
金 額

市町村名 特 別 地 区 名 件数 面 積
（事務費除く）

件 ㎡ 千円

春 日 山 地 区 1 1,523 15,839

平城宮跡地区 4 4,156 48,171
奈 良 市

唐招提寺地区 2 1,521 25,562

小 計 7 7,200 89,572

崇 神 ・ 景 行
2 8,251 56,220

歴 史 的 風 土 天 皇 陵 地 区
219,622 天 理 市

保 存 買 入 事 業
小 計 2 8,251 56,220

第 １ 種 地 区
3 4,345 37,000

（飛鳥宮跡）

明日香村 第 ２ 種 地 区 4 4,799 25,849

小 計 7 9,144 62,849

合 計 16 24,595 208,641

累 計 件 ㎡ 千円

2,545 4,472,238 58,735,776
（昭和43年度～平成30年度）

３ 自然環境の保全と整備

事 業 名 金 額 実 施 箇 所 事 業 内 容

千円 稲村ヶ岳
歩道整備

吉野熊野国立公園
吉野山

七曲り道整備

山の辺の道
大和青垣国定公園

公衆トイレ改修設計・工事
国立・国定自然公園

25,605
施 設 等 整 備 事 業

曽爾高原
室生赤目青山国定公園

歩道再整備測量設計

城山
金剛生駒紀泉国定公園

歩道改修測量設計

市町村が行う整備に対し補助
近畿自然歩道

歩道整備 補助先 吉野町

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

266 景観・自然環境推進費 578,982 340,969 愛着と誇りの持てる「きれいな奈良県」の実現［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(景観・自然環境課) 国 153,378 １ 景観計画、景観条例、既存規制誘導制度の活用 15,341千円

使 178
事 業 名 金 額 内 容

手 480

諸 739 千円 四季を通じ彩り豊かな植栽景観を向上させるため策定した「奈良県植栽

起 82,500 計画」を推進するため、エリア拡大・処方追加など整備計画を更新

㊀ 103,694 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

翌年度へ繰越 植栽計画整備着手エリア数（カ所） 45 50 51

63,300 植栽計画のエリア内において、植栽景観の向上に取り組む市町村等に対

し補助

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助事業数（事業） 9 7 7

植栽計画のエリア内における植栽整備後の維持管理について、地元団体

等との協働による取組を定着させるため、県整備箇所の維持管理を行う

奈 良 の 彩 り の 推 進 11,505 地元団体等に対し支援

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

支援事業数（事業） 7 6 7

植栽計画を推進するため、県・市町村・地元団体等で構成されるエリア

協議会等の設立や活動を支援

市町村や県民等との協働関係を構築するため、「なら四季彩の庭」シン

ボルマークを使用したプレートの設置や植栽ジャーナルの発行を行い、

奈良県植栽計画の広報や彩り情報を発信

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

「なら四季彩の庭」プレート設置エリア数

（カ所） 5 3 7

県と中和幹線沿道５市町の協働により、既存不適格広告物の是正・誘導

を実施

現存する広告物の改修等に対し補助
奈 良 ら し い

3,836 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
沿道景観づくり事業

中和幹線沿道の広告物の修景件数（件） 1 1 5

近鉄奈良駅周辺における奈良らしい都市・沿道景観づくりに関するマス

タープランを検討

－105－



２ 歴史的風土保存地の買入・整備

事 業 名 金 額 内 容

千円 古都保存法に基づく土地の買入れ
金 額

市町村名 特 別 地 区 名 件数 面 積
（事務費除く）

件 ㎡ 千円

春 日 山 地 区 1 1,523 15,839

平城宮跡地区 4 4,156 48,171
奈 良 市

唐招提寺地区 2 1,521 25,562

小 計 7 7,200 89,572

崇 神 ・ 景 行
2 8,251 56,220

歴 史 的 風 土 天 皇 陵 地 区
219,622 天 理 市

保 存 買 入 事 業
小 計 2 8,251 56,220

第 １ 種 地 区
3 4,345 37,000

（飛鳥宮跡）

明日香村 第 ２ 種 地 区 4 4,799 25,849

小 計 7 9,144 62,849

合 計 16 24,595 208,641

累 計 件 ㎡ 千円

2,545 4,472,238 58,735,776
（昭和43年度～平成30年度）

３ 自然環境の保全と整備

事 業 名 金 額 実 施 箇 所 事 業 内 容

千円 稲村ヶ岳
歩道整備

吉野熊野国立公園
吉野山

七曲り道整備

山の辺の道
大和青垣国定公園

公衆トイレ改修設計・工事
国立・国定自然公園

25,605
施 設 等 整 備 事 業

曽爾高原
室生赤目青山国定公園

歩道再整備測量設計

葛城山
金剛生駒紀泉国定公園

歩道改修測量設計

市町村が行う整備に対し補助
近畿自然歩道

歩道整備 補助先 吉野町

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

266 景観・自然環境推進費 578,982 340,969 愛着と誇りの持てる「きれいな奈良県」の実現［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(景観・自然環境課) 国 153,378 １ 景観計画、景観条例、既存規制誘導制度の活用 15,341千円

使 178
事 業 名 金 額 内 容

手 480

諸 739 千円 四季を通じ彩り豊かな植栽景観を向上させるため策定した「奈良県植栽

起 82,500 計画」を推進するため、エリア拡大・処方追加など整備計画を更新

㊀ 103,694 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

翌年度へ繰越 植栽計画整備着手エリア数（カ所） 45 50 51

63,300 植栽計画のエリア内において、植栽景観の向上に取り組む市町村等に対

し補助

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助事業数（事業） 9 7 7

植栽計画のエリア内における植栽整備後の維持管理について、地元団体

等との協働による取組を定着させるため、県整備箇所の維持管理を行う

奈 良 の 彩 り の 推 進 11,505 地元団体等に対し支援

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

支援事業数（事業） 7 6 7

植栽計画を推進するため、県・市町村・地元団体等で構成されるエリア

協議会等の設立や活動を支援

市町村や県民等との協働関係を構築するため、「なら四季彩の庭」シン

ボルマークを使用したプレートの設置や植栽ジャーナルの発行を行い、

奈良県植栽計画の広報や彩り情報を発信

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

「なら四季彩の庭」プレート設置エリア数

（カ所） 5 3 7

県と中和幹線沿道５市町の協働により、既存不適格広告物の是正・誘導

を実施

現存する広告物の改修等に対し補助
奈 良 ら し い

3,836 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
沿道景観づくり事業

中和幹線沿道の広告物の修景件数（件） 1 1 5

近鉄奈良駅周辺における奈良らしい都市・沿道景観づくりに関するマス

タープランを検討

く ら し 創 造 費
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２ 歴史的風土保存地の買入・整備

事 業 名 金 額 内 容

千円 古都保存法に基づく土地の買入れ
金 額

市町村名 特 別 地 区 名 件数 面 積
（事務費除く）

件 ㎡ 千円

春 日 山 地 区 1 1,523 15,839

平城宮跡地区 4 4,156 48,171
奈 良 市

唐招提寺地区 2 1,521 25,562

小 計 7 7,200 89,572

崇 神 ・ 景 行
2 8,251 56,220

歴 史 的 風 土 天 皇 陵 地 区
219,622 天 理 市

保 存 買 入 事 業
小 計 2 8,251 56,220

第 １ 種 地 区
3 4,345 37,000

（飛鳥宮跡）

明日香村 第 ２ 種 地 区 4 4,799 25,849

小 計 7 9,144 62,849

合 計 16 24,595 208,641

累 計 件 ㎡ 千円

2,545 4,472,238 58,735,776
（昭和43年度～平成30年度）

３ 自然環境の保全と整備

事 業 名 金 額 実 施 箇 所 事 業 内 容

千円 稲村ヶ岳
歩道整備

吉野熊野国立公園
吉野山

七曲り道整備

山の辺の道
大和青垣国定公園

公衆トイレ改修設計・工事
国立・国定自然公園

25,605
施 設 等 整 備 事 業

曽爾高原
室生赤目青山国定公園

歩道再整備測量設計

城山
金剛生駒紀泉国定公園

歩道改修測量設計

市町村が行う整備に対し補助
近畿自然歩道

歩道整備 補助先 吉野町

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

266 景観・自然環境推進費 578,982 340,969 愛着と誇りの持てる「きれいな奈良県」の実現［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(景観・自然環境課) 国 153,378 １ 景観計画、景観条例、既存規制誘導制度の活用 15,341千円

使 178
事 業 名 金 額 内 容

手 480

諸 739 千円 四季を通じ彩り豊かな植栽景観を向上させるため策定した「奈良県植栽

起 82,500 計画」を推進するため、エリア拡大・処方追加など整備計画を更新

㊀ 103,694 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

翌年度へ繰越 植栽計画整備着手エリア数（カ所） 45 50 51

63,300 植栽計画のエリア内において、植栽景観の向上に取り組む市町村等に対

し補助

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助事業数（事業） 9 7 7

植栽計画のエリア内における植栽整備後の維持管理について、地元団体

等との協働による取組を定着させるため、県整備箇所の維持管理を行う

奈 良 の 彩 り の 推 進 11,505 地元団体等に対し支援

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

支援事業数（事業） 7 6 7

植栽計画を推進するため、県・市町村・地元団体等で構成されるエリア

協議会等の設立や活動を支援

市町村や県民等との協働関係を構築するため、「なら四季彩の庭」シン

ボルマークを使用したプレートの設置や植栽ジャーナルの発行を行い、

奈良県植栽計画の広報や彩り情報を発信

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

「なら四季彩の庭」プレート設置エリア数

（カ所） 5 3 7

県と中和幹線沿道５市町の協働により、既存不適格広告物の是正・誘導

を実施

現存する広告物の改修等に対し補助
奈 良 ら し い

3,836 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
沿道景観づくり事業

中和幹線沿道の広告物の修景件数（件） 1 1 5

近鉄奈良駅周辺における奈良らしい都市・沿道景観づくりに関するマス

タープランを検討
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